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諸
支
出
金
は
総
額
で
八
百
六
十
二
万
四

千
七
亘
千
一
一
百
、
こ
の
内
駅
は
公
金

取
扱
金
一
万
八
千
円
（
町
金
脈
取
扱
強
）

徴
税
蜜
の
六
十
万
三
千
円
は
、
蒲
納
処

分
蚕
の
四
万
八
千
円
。
報
腫
蛮
の
五
十

五
万
円
、
こ
の
内
訳
は
鰯
雰
ス
税
取

扱
手
数
料
の
三
万
脚
納
税
組
合
、
助

成
蜜
の
八
万
円
、
同
じ
く
奨
励
変
の
二

万
円
、
納
税
変
彰
訟
の
三
十
万
円
、
自

転
車
そ
の
他
の
鑑
札
蜜
十
二
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
外
り
ん
ご
鯛
蓋
強
、
｜

検
見
蜜
の
五
千
円
、
広
報
変
の
消
耗
品

印
刷
製
本
変
で
二
十
六
万
五
千
円
、
繰

鴎
金
の
喜
良
市
国
保
へ
の
繰
出
金
五
十

九
万
円
。
雑
支
出
の
、
で
裟
拙
七
百
十

四
万
八
千
七
百
二
十
三
円
の
予
算
計
上

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
極
貧
担
金

の
計
上
と
、
過
年
度
女
出
金
と
し
て
五
一

百
万
円
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
一

▲
地
方
瀝
興
壁
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十
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牟
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抄
ｑ
ｃ
ｑ
Ｆ
靱
令
Ｂ
ず
い
も
由

【
写
憧
Ｉ
誘
蛾
灯
の
出
来
上
り
⑬
と
⑦
は
流
腿
の
予
防
注
射
を

受
け
る
馬
ク
ン
】

1
1

沙

野

一
四
万
円
の
計
上
と
相
成
っ
て
お
り
ま
す

が
、
地
万
自
治
振
興
蛮
九
万
円
は
、
従

来
の
町
内
会
に
代
る
べ
き
自
主
的
観
轍

団
体
に
対
す
る
助
成
金
の
酎
上
で
あ
っ

て
、
具
体
的
に
印
し
ま
す
と
、
一
定
の

規
約
郡
則
茜
制
定
い
た
し
ま
し
て
全
地

域
、
各
町
内
毎
に
自
主
的
な
会
を
親
縦

し
て
も
ら
い
、
町
内
自
緬
の
進
陛
に
自

至
獄
極
酌
に
御
協
力
を
お
願
い
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

産
議
振
興
審
識
会
盛
は
展
業
立
町
の
建

前
か
ら
新
し
く
駿
け
た
税
目
で
あ
り
ま

し
て
、
各
椰
産
業
か
対
照
と
し
た
い
わ

ゆ
る
各
部
門
毎
の
審
雛
会
を
設
け
て
、

専
門
剛
な
鯛
飛
研
究
を
い
た
し
て
見
た

い
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
問
題
を
こ
こ

に
み
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
こ

の
経
愛
と
し
て
十
万
門
の
予
算
を
計
上

い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

部
巾
計
側
鯛
森
饗
は
、
御
承
知
の
如
く
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市
街
の
発
腱
的
向
上
を
兇
る
に
は
な
ん

と
し
て
も
、
鰹
、
計
脚
法
に
基
い
て
の

施
溌
に
俟
つ
よ
り
ほ
か
な
い
の
で
、
市

街
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
あ
の
芦
野
公

剛
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
限
り
あ
る
町

の
自
主
的
財
漣
を
以
て
し
て
は
、
そ
の

実
現
が
な
か
な
か
至
難
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
か

ら
も
当
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年

座
よ
り
都
市
計
画
法
に
基
く
と
こ
ろ
の

諸
鵡
姉
の
態
勢
に
入
り
、
も
っ
て
大
金

木
町
の
建
鯉
に
迩
堆
い
た
し
た
い
所
存

か
ら
、
少
額
な
が
ら
こ
こ
に
調
汽
識
と

し
て
五
万
円
の
予
騨
計
上
丞
見
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

予
怖
強
の
六
十
万
円
は
少
縊
で
は
あ
り

ま
す
が
一
応
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

約
八
千
五
百
万
円
に
な
る
歳
出
予
算
に

つ
い
て
裏
付
け
と
な
る
歳
入
に
つ
い
て

一

歳
入
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を
計
上
い
た
し
た
吹
第
で
あ
り
ま
す
。
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．
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。

固
定
盗
産
税
に
お
い
て
は
、
不
均
一
課

税
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
旧
金
木
六
百

●
ｒ
由
▽
●
戸
や
Ｊ
・

三
十
四
万
二
千
円
、
旧
嘉
瀬
五
百
余
七

万
一
千
九
百
六
十
円
、
旧
癖
良
市
一
百

四
ｉ
八
万
九
十
円
、
計
一
千
三
十
九
万

人
■
▽
幻
日
。
。
ｆ
０
１
世
毎
分
画
『
口
、
ザ
配
り
．
■
Ｇ
Ｂ
■
ｇ
ｐ
ｊ

四
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
鯛
遮

と
な
っ
て
お
り
、
ど
う
に
か
昨
年
程
塵

税
額
分
は
見
込
み
梓
る
の
で
、
現
年
度

分
と
し
て
、
こ
こ
に
五
百
二
十
二
万
円
↑

御
娩
朗
申
上
げ
ま
す
。
先
ず
第
一
款
第
ゞ

一
韓
醤
通
税
中
の
町
侭
税
で
ご
ざ
い
ま
－

す
が
、
照
秘
千
九
年
腰
に
お
き
ま
し

て
は
、
凶
作
型
と
は
印
せ
、
供
米
割
当

は
一
昨
年
よ
り
旧
金
木
町
に
お
い
て
三

・
丁
％
、
旧
蝿
淑
四
十
％
、
旧
騨
良
市
Ｅ

お
い
て
は
四
十
八
％
の
鯏
舗
と
な
っ
て

い
る
関
俸
上
、
腰
梨
所
得
も
従
っ
て
相

当
の
轆
額
と
相
成
り
、
そ
の
総
縄
税
所

押
翻
一
価
四
千
八
百
十
九
万
七
千
円
、

所
得
税
識
五
百
三
十
三
万
一
千
四
百
円

「~し

,マ

各
概
係
官
庁
と
愼
軍
打
合
せ
の
上
叶
上
つ
い
先
頃
も
新
闘
紙
上
に
、
こ
れ
に
関

い
た
し
ま
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
埴
一
連
し
た
誤
っ
た
記
率
が
縄
戦
さ
れ
て
あ

収
の
主
な
る
も
の
は
、
合
併
に
よ
る
地
一
り
ま
し
た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

方
交
付
税
の
約
二
百
万
円
と
町
識
僻
宅
、
際
こ
れ
を
町
の
収
入
と
み
な
し
、
そ
れ

新
築
分
の
継
用
籾
等
で
、
他
は
何
れ
も
蓮
砥
光
協
会
な
り
、
ま
た
は
公
幽
維
持

実
態
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
斗
我
に
還
元
文
観
す
る
考
え
で
耐
上
い
た

の
露
八
款
寄
附
金
で
す
が
、
全
翻
起
俊
一
‐
し
ま
し
た
次
第
で
す
。

を
見
込
ん
で
昨
年
度
予
弾
で
辮
入
の
喜
一
▲
町
価
こ
れ
ば
今
春
、
関
係
官
庁

鹿
市
の
ポ
ン
プ
自
鋤
難
の
分
が
、
二
千
‐
に
折
衝
の
結
果
ほ
ぼ
砺
実
な
も
の
の
み

年
歴
に
持
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
．
詮
針
上
い
た
し
た
の
で
す
が
、
た
だ
金

か
も
こ
れ
に
対
す
る
起
憤
も
百
万
円
位
木
中
学
校
曝
内
体
操
蝿
の
分
は
、
今
後

と
予
想
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
の
処
は
の
努
力
如
何
に
よ
る
漁
め
で
、
当
局
と

つ
き
り
し
た
見
通
し
が
つ
か
な
い
の
奪
い
た
し
ま
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
災
害

喜
良
市
の
方
盈
が
、
自
発
的
に
八
十
万
一
．
復
旧
砺
業
饗
（
六
・
三
繋
臓
蕊
業
で
は

見
込
額
の
八
十
％
を
見
込
ん
だ
の
で
あ

り
ま
す
。
な
お
自
岻
車
、
荷
雌
税
は
、

自
岻
噂
荷
車
が
年
々
墹
加
い
た
し
て
一

お
り
ま
ず
の
で
、
二
十
九
年
度
鯛
定
額

の
約
八
十
％
蓮
見
込
み
、
た
ば
こ
消
喪

税
、
璽
却
ガ
ス
税
は
ま
た
鯛
定
額
の
九

十
％
、
木
材
引
取
税
は
年
を
立
木
に
変

動
が
あ
る
関
係
上
、
一
応
七
十
六
万
四

千
八
百
円
を
見
込
ん
だ
よ
っ
な
次
師
で

あ
り
ま
す
。

な
お
ま
た
過
年
度
町
民
税
、
固
定
安
産

税
、
自
蛎
率
荷
車
税
、
木
材
引
飯
税
等
〃

は
一
千
二
百
八
十
三
万
円
、
旧
法
に
よ
『

る
税
収
入
百
四
十
三
万
九
千
三
百
三
十

六
円
を
見
込
み
極
力
滞
納
蕊
理
に
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
分
こ

の
点
御
了
承
願
い
た
い
と
存
脹
美
す
や

次
に
第
二
款
の
地
方
交
付
税
か
ら
第
七

款
肥
女
肌
金
ま
で
一
括
し
て
簡
単
に
印

上
げ
ま
す
が
、
・
こ
れ
は
い
ず
れ
も
昨
年

度
の
実
緬
と
合
併
に
よ
る
輔
額
分
を
、

｜

▼

－

円
を
寄
附
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
青
森
銀
行
及
び
弘
献
相
互
銀
行
か

ら
の
寄
附
金
六
万
円
は
、
青
森
法
瀞
局

金
木
出
張
所
庁
舍
の
修
繕
蜜
の
一
部
に

充
当
し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
苦
し
い
町
財
政
下
に
あ
る

蝿
托
、
恵
ん
で
お
軽
け
し
た
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
第
十
款
の
雑
収
入
は
不
要

品
尤
却
代
金
と
、
昨
年
度
六
・
三
確
備

事
業
と
し
て
、
そ
の
一
部
腿
可
に
な
り

ま
し
た
金
木
中
学
校
の
屋
体
に
対
す
る

建
築
喪
の
補
助
起
侭
が
そ
の
大
部
分
で

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
鰐
桜
全
敵
地
料

と
し
て
十
五
万
円
を
本
年
度
か
ら
新
た

に
歳
入
と
し
て
見
込
む
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
ま
で
は
観
光
協

会
嘩
接
扱
い
と
い
た
し
て
ま
い
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
分
に
対
し
ま
し
て
は
町

民
各
位
が
観
光
協
会
の
収
入
で
あ
る
と

考
え
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
点
も
あ
り
、公

ト
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生
徒
数
等
の
関
係
か
ら
微
々
た
る
起
俄
一
了
承
の
上
御
協
力
下
さ
ら
ん
こ
と
な
切
一
扱
長
よ
り
詳
細
御
挽
明
申
上
げ
る
所
存
一

補
助
よ
り
対
蝿
院
振
ら
な
い
、
よ
ヨ
Ｌ
に
御
鰔
川
叩
上
げ
る
次
露
で
あ
り
ま
す
↑
迄
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
牽
仙
卒
よ
ろ
し
く
御

さ
ら
に
純
町
殺
八
百
万
位
必
蟹
）
と
し
以
上
を
も
ち
ま
し
て
提
邸
案
件
の
脱
助
韓
雛
の
上
込
当
な
る
御
艤
決
叡
賜
り
ま
一

蕊
繩
認
鍋
溌
蹄
旙
盤
織
雛
腱
賑
澁
郷
纈
鮒
一
鰹
蝿
願
い
叩
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

ll
l

町
長
上
京
陳
情
の
説
明

六
月
七
日
金
木
駅
を
出
発
し
て
十
四
日
に
州
町
し
た
花
田
五
万
円
蕊
塵
よ
り
認
可
に
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

町
長
は
、
就
任
は
じ
め
て
、
し
か
も
半
電
振
り
で
当
町
本
新
町
の
建
設
五
カ
年
計
耐
ば
全
曲
的
に
再
検
討
孝
一
し
な

年
慶
の
起
債
等
に
つ
い
て
上
配
し
、
関
係
各
省
に
陳
摘
し
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
悲
鯉
し
な
が
ら
、
今
後
も
新
町

た
。
そ
の
結
果
に
つ
壁
Ｌ
『
政
府
の
方
針
か
ら
、
地
方
公
建
設
の
た
め
全
力
を
尽
す
覚
悟
だ
と
、
そ
の
概
娯
に
つ

共
団
体
に
対
す
る
起
僚
、
補
助
は
相
当
削
減
さ
れ
、
本
呪
壁
Ｌ
次
の
通
り
述
べ
た
。
，

の
場
合
は
、
平
均
起
演
額
が
一
カ
町
村
当
り
わ
ず
か
四
十

△
自
治
題
関
係
万
円
と
な
る
の
で
、
現
在
の
町
財
政
一
①
金
木
川
局
部
改
修
に
つ
い
て

①
金
木
商
等
学
校
の
建
築
に
つ
い
て
で
は
速
急
に
劃
工
す
る
こ
と
は
困
難
一
子
算
は
国
会
を
通
過
し
な
か
っ
た

本
年
度
は
継
銃
率
莱
と
し
て
の
第
三
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
も
と
も
一
暫
定
予
源
、
本
予
騨
を
合
酢
し
て

潔
魑
部
離
維
賎
遥

で
あ
る
（
第
一
期
四
万
円
、
第
二
期
一

四
百
万
円
猷
一
壬
言
万
円
）
但
し
ゞ

今
後
大
蔵
省
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
交
渉
す
る
。

②
金
木
中
学
校
歴
内
体
操
鰯
に
つ
い
て

六
・
三
繋
姉
事
業
で
火
災
復
旧
し
て

来
た
の
で
、
現
在
の
生
徒
数
か
ら
討

騨
す
れ
ば
、
十
七
坪
不
足
と
な
っ
て

い
る
だ
け
で
、
神
助
は
二
十
七
万
円

そ
こ
そ
こ
で
、
起
便
は
鎧
め
ら
れ
な

い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
、
こ
の
分

期
に
な
る
わ
け
だ
が
、
第
三
期
工
率

〃

依
存
財

源
に
よ
る

新
町
建
設
は
困
難

一
ら
み
て
、
呪
、
政
府
と
も
に
難
色
を
一
一
千
戸
分
は
可
能
で
あ
る
。

一
Ｉ

示
し
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
の
方
針
一
△
厚
生
省
関
係

一
△
嘩
窪
牽
凱
駐
善
処
し
た
い
。

一
①
蕊
鯏
臓
雛
辨
通
り
戦
時

で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
も
と
も

と
焼
失
し
、
災
害
復
旧
工
感
と
し
て

今
後
過
隼
度
錘
害
と
し
て
認
め
て
童

う
べ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
こ
れ
の
実
現
を
み
る
た
め
、

今
錘
大
き
な
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ

た
い
。

③
消
防
起
債
に
つ
い
て

一
旧
毒
良
市
村
の
ポ
ン
プ
自
幽
車
の
起

蠅
窄
洲
鰡
錐
劉
”
一

k』
奄

醇

９
円

に
地
元
関
係
者
に
箔
絶
大
な
る
御
協

‐
力
を
願
い
た
い
。

②
公
営
住
宅
に
つ
い
て

予
算
は
国
会
を
通
過
し
な
か
っ
た
が

暫
定
予
源
、
本
予
騨
を
合
酢
し
て
一

千
三
百
万
円
位
は
可
能
性
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
近
く
河
川
局
長
ま
た
は

治
水
課
憂
が
来
町
、
金
木
川
を
視
察

す
る
旨
確
約
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

結
果
に
大
き
な
期
待
を
か
け
る
と
共

こ
れ
は
蝿
、
国
と
も
年
次
計
画
を
た

て
て
予
算
を
執
行
し
て
い
る
関
係
上

勺

△

－
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
冊
１
ｌ
１
ｒ
Ｉ
Ⅲ
ｌ
い
’
い
い
叩

。
，
１
．
‐
‘
‐
，
。
。
，
」
，
‐
、
‐
Ⅲ
ｌ
Ｄ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｔ
０

蕊
溌
峡
儀
窪
一
一
頭
鱸
藷
溌
羅
總
鱸
縄
七
千
万
門
に
＊

、

て
球
払
い
、
ほ
と
ん
ど
利
用
出
来
な
｝
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
っ
て
い
る
の
で
、
浮
洲
ポ
ン
プ
の
関

“
馴
雛
鰹
無
職
画
融
哩
②
瀦
蠅
唖
襯
騒
騒
溌
理
凧
か
雛
洲
艫
鯉
蠅
礎

割
の
措
徹
磯
（
人
件
蜜
、
給
食
殿
、
一
一
解
し
て
く
れ
た
。
本
年
度
は
調
査
饗
次
長
、
艇
地
課
畏
及
び
蒋
森
県
担
当

そ
の
他
事
務
餐
）
禰
助
で
経
営
し
て
は
予
騨
に
前
上
さ
れ
る
よ
う
な
形
勢
宮
に
お
願
い
し
て
き
た
。

い
る
保
育
所
を
、
同
一
町
村
に
二
つ
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
新
規
事
業
と
し
△
林
野
唾
関
係

設
瞳
す
る
己
と
は
、
陳
則
的
に
無
理
て
こ
一
」
ま
で
く
れ
ば
甲
の
上
だ
と
思
①
獣
林
局
旧
金
木
識
習
賜
の
払
下
げ
に

だ
と
の
見
解
を
し
て
い
る
が
、
現
荘
う
永
県
で
は
今
年
歴
は
新
規
率
業
つ
い
て

定
臥
八
十
名
の
と
こ
ろ
に
、
百
七
Ｉ
は
現
在
一
つ
も
な
い
）
｝
営
林
局
旧
金
木
識
習
場
の
建
物
（
三

八
十
名
の
児
童
を
収
容
し
て
い
る
の
本
工
亭
に
つ
い
て
は
本
年
度
に
採
択
八
○
坪
）
は
金
木
商
校
に
既
に
払
下

塞
訴
誇
華
壷
唾
埜
蒜
輌
罹
壺
挙
証
竜
一
梍
却
率
椎
鍾
嚥
切
尽
力
す
る
が
無
理
げ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
御
礼

を
申
上
げ
る
と
と
も
に
、
同
所
敵
地

③
長
富
地
区
溜
池
の
補
強
工
事
一
の
早
期
払
下
方
な
林
政
部
長
に
会
い

い
る
。

△
璽
林
省
関
係
長
富
地
区
の
溜
池
も
、
藤
枝
溜
池
同
一
お
願
い
し
て
き
た
。

①
浮
洲
地
区
揚
排
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
駁
老
朽
溜
池
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
の
一
△
國
家
消
防
鴎
関
係

第
二
期
工
事
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
補
強
工
事
為
併
せ
施
行
さ
れ
る
よ
う
一
①
喜
良
市
の
ポ
ン
プ
自
動
車
の
補
跳
に

小
川
濯
排
課
長
が
パ
リ
ー
、
ス
イ
ス
状
況
説
明
し
て
要
望
し
た
が
、
本
省
つ
い
て

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
出
張
中
の
た
め
会
え
で
も
了
解
し
、
極
力
実
現
で
き
る
よ
一
一
旧
喜
良
市
村
の
ポ
ン
プ
自
動
車
の
超

な
く
て
残
念
だ
っ
た
が
、
飯
山
、
滝
う
販
計
う
旨
確
約
し
て
く
れ
た
。
’
一
一
便
が
困
難
な
事
摘
に
あ
る
の
で
、
械

弔
岳
凸
も
〃
■
も
●
。
。
■
〃
且
ゅ
。
Ⅱ
ｕ
■
ケ
。
。
″
■
Ｅ
５
伊
●
″
口
巳
■
ク
・
ロ
グ
■
、
■
・
唄
・
″
■
己
″
■
も
。
□
■
■
■
■
込
車
。
●
己
■
〃
己
ｐ
■
口
Ｑ
■
″
■
、
①
守
。
■
〃
■
■
、
日
■
■
″
名
血
・
日

【
写
腫
Ｉ
④
局
部
改
修
第
一
期
工
車
を
施
行
中
の
金
木
川
⑤
は
補
憩
工
事
を
霊
窒
さ
れ
て
い
る
躍
枝
溜
池
襲
岸
堤
】

巳

ー

、
Q

ウド
ゥ■

牌

錘

▽

△

'

83〆

』
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↑
山
総
務
諌
艮
に
会
蝿
揃
助
寒
心
に

つ
い
て
、
率
惰
漉
朗
の
上
、
極
力
お

願
い
し
て
き
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
順

位
が
下
位
に
あ
る
よ
っ
で
仲
々
困
雌

と
忠
っ
が
、
今
後
ご
ら
に
努
力
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。

△
大
睡
雀
関
係

昨
年
産
ま
で
の
御
礼
と
本
年
度
自
治

庁
で
内
定
し
た
起
演
と
申
爾
中
の
も

の
に
つ
い
て
、
本
決
定
方
お
願
い
し

て
き
た
。

△
文
部
省
関
係
（
助
成
課
）

①
金
中
屋
体
の
起
演
お
よ
び
輔
助
採
択

の
御
礼
と
今
後
の
協
力
方
を
お
願
い

し
て
き
た
。

②
金
木
商
校
建
築
の
件
に
つ
い
て
御
礼

と
今
後
の
協
力
方
を
お
願
い
し
た
。

△
國
鉄

①
津
瞬
鉄
道
の
延
憂
に
つ
い
て

天
坊
副
縊
裁
と
親
し
く
お
会
い
し
て

お
願
い
し
た
が
、
副
総
殿
と
は
こ
れ

で
三
回
目
だ
っ
た
の
で
、
津
娠
鉄
道

の
延
垂
に
つ
い
て
は
、
よ
く
理
解
し

て
く
れ
て
い
た
が
、
中
里
！
小
泊
間

は
未
成
線
（
予
定
は
し
て
い
る
が
讓

譲
会
に
か
か
っ
て
な
い
肘
画
線
）
と

は
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
後
関

係
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て
早
急
に
哩

鋤
を
歴
崩
、
当
届
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
努
力
を
縦
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
忠
っ
。
車
海
岸
（
津
軽

緑
）
の
方
は
、
三
厩
の
ト
ン
ネ
ル
ま

で
、
審
羅
会
を
パ
ス
し
て
い
る
の
で

津
鉄
延
長
は
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は

色

f
■

一

培
い
こ
れ
に
よ
っ
て
商
工
業
の
振
興
を

図
る
の
が
町
発
潅
の
根
本
で
あ
り
町
振

興
の
要
諦
で
あ
る
と
存
じ
常
日
頃
鮭
業

振
興
を
ど
ん
な
形
で
如
何
に
し
て
進
め

源
漏
傭
縦
敲
雌
灘
睦

ま
ら
ず
実
に
日
本
隆
業
永
遠
の
評
題
と

￥
し
て
一
に
も
二
に
も
生
産
力
の
坊
強
、

｜
隆
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
腰
民
難
活

一
の
向
上
と
歴
家
経
済
の
安
海
こ
そ
緊
急

一
且
つ
一
日
と
し
て
等
閑
に
附
す
べ
か
ら

一
ざ
る
次
第
で
あ
り
ま
し
て
今
後
町
賎
業

振
興
の
百
年
の
大
討
の
基
礎
莚
つ
く
る

べ
く
隆
業
振
興
霧
凝
会
の
設
腫
に
幾
伝

の
子
騨
を
計
上
し
て
対
簸
塞
溌
の
擢
関

一
を
設
け
ん
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

当
地
方
は
積
害
寒
冷
に
し
て
鮭
乗
の
立

地
条
件
に
專
扇
ず
継
済
的
綬
潅
性
を

一
取
り
戻
す
た
め
に
県
に
お
い
て
も
凡
ゆ

る
盗
源
の
肌
発
に
当
っ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
が
当
町
に
お
い
て
山
林
朧
野
に

で
す
か
ら
農
業
の
振
興
を
図
り
、
屡
家

経
済
を
安
定
せ
し
め
歴
家
の
溺
買
力
を

一
の
ら
刑
ｌ
ノ
〃
三
ｒ
７

鋤
剛
土
地
改

一
提
議
一
当
町
は
御
承
知
の
通

知
・
・
・
…
・
…
・
・
亜
り
町
村
合
併
に
依
り

ま
し
て
産
業
形
態
に
お
い
て
八
割
が
隆

業
経
営
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
な
次
宛

；
津
鉄
倶リ
お
よ
び
地

ｐ
０
Ⅱ
１
１
０
■
Ｉ
１
４
ｊ
６
Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ
ｊ
Ⅱ
■
二
－
６
１
１
１
１
９
口
９
７
４
１
０
０
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
４
「

》
か
黙
八
割
が
農
業
経
営

雄
醐
土
地
改
良
に
よ
り
生
産
増

4J
”

嘩鋸言
１
１ ＃

一一

一
心 に

よ
り
責
源
酪
発
に
メ
ス
を
入
れ
て
見
取
入
れ
被
害
か
最
少
限
匪
に
喰
止
め
展

た
い
と
大
き
な
夢
の
実
現
を
念
願
し
て
民
の
苦
悩
を
守
り
拭
き
た
い
と
白
夜
心

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
を
砕
い
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
屡
業
経
営
は
最
近
長
足
の
進
歩
農
業
経
営
の
基
本
施
篭
と
併
行
し
て
今

を
遂
げ
、
経
営
も
漸
次
合
理
化
さ
れ
て
後
ま
す
ま
す
土
地
改
良
策
の
推
進
を
図

ｎ
Ｆ
■
●
タ
。
●
●
■
Ｂ
Ｆ
Ｄ
巴
■
Ｃ
Ｇ
寸
耳
●
い
ら
●
■
。
■
卓
■
●
旬
β
●
■
々
礪
●
■
タ
リ
も
０
ｇ
○
ワ
ケ
ロ
い
■
Ｄ
Ｇ
Ｕ
の
■
Ｇ
ｄ
母
ｐ
も
■
ｇ
ら
日
夕
●
①
Ｇ
■
●
Ｂ
４
ｐ
守
呂
Ｑ

【
写
眞
Ｉ
嘉
瀬
観
音
山
よ
り
み
る
水
田
地
帯
】

眠
る
大
き
な
童
源
が
あ
る
も
の
と
思
わ

御
霊
繩
蕊
灘
轤
蕊
課
蹄
鋤
難
識

灘
我

な
努
力
が
必
蝉
ゞ
だ
。
】
一
’
１
‐

¥

四

惣
冷
彰
戦
蕊

ロ

ー

ａ

ｑ

ｐ

。

。

。

■

’

、

■

、

■

。

《

癖
溌
識
》

一

戸
‐ 可

一
色

『
翔
唖
詞
壷
郡
知
討
郵
劃
罰
回
弐
層
家
畜
の

導
入
に
よ
る
畜
力
の
合
理
化
各
測
擬
械

め
禅
入
利
用
に
よ
る
歴
家
労
力
の
節
減

に
よ
り
多
角
経
営
の
移
行
に
よ
る
農
家

収
入
の
鋼
強
と
醗
星
漣
康
の
保
持
と
生

活
の
向
上
塗
図
る
。

ま
な
水
害
、
冷
害
に
よ
る
被
害
は
今
さ

ら
こ
こ
に
申
上
げ
る
ま
で
も
な
い
次
第

一
で
す
が
、
雁
業
の
立
地
条
件
か
ら
し
て

F>

全弧設すり

欝墓僧落涙

管繊請
え管のの
鱗未よ

;職
第実は以第
で現あ上で

薇患皇胤脅
らLノす策ま
各たがのす
位い璽も･
のと点と

謹選
極い施財

勇泉篭噌，

予
淳
織
会
の
第
一
日
目
は
、
火
入
取
締
条
例
な
ど
二
一
千
年
産
本
予
疎
の
件

を
除
い
た
六
艤
案
は
、
午
前
中
に
あ
っ
さ
り
審
蟻
が
維
つ
た
が
、
全
漉
案
は

朧
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

可
決
に
な
っ
た
譲
察
股
ぴ
モ
の
提
案
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
但
し
七

月
二
十
五
日
附
金
木
だ
よ
り
掘
鐡
記
索
の
分
は
除
く
）

金
木
町
火
入
取
締
陳
例

一
第
三
条
町
長
は
国
有
林
歸
法
に
規
定

第
一
条
森
林
法
密
千
一
条
の
規
定
一
す
る
国
有
林
野
ま
た
は
こ
れ
に
接
近

に
華
き
金
木
町
火
入
飯
締
条
例
を
定
ゞ
す
る
森
林
も
し
く
は
土
地
に
つ
い
て

一
第
一
項
の
許
可
を
す
る
に
は
あ
ら
か

ぬ
る
も
の
と
す
る

馨
栗
町
畏
は
火
入
蓮
す
る
目
鮒
が
一
・
じ
め
そ
の
国
有
林
野
琶
術
稲
す
る
営

・
左
の
各
号
の
一
に
諺
当
す
る
蝿
《
画
で
一
林
署
焚
の
承
鍬
を
瞬
け
な
け
れ
ば
な

』
ら
な
い

な
け
れ
ば
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
一
・
‐
’

一
、
進
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら
え
一
第
四
条
前
条
第
一
．
項
の
森
林
ま
た
は

一
土
地
に
お
い
て
火
入
な
す
る
者
は
、

二
、
剛
懇
準
愉

三
、
害
虫
駆
除

一
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
防
火
設
鯛
を
し

四
、
焼
畑
‐
一
且
つ
火
入
莚
し
よ
う
し
ず
る
森
林
ま

五
、
前
各
号
に
準
ず
る
瓶
猟
で
あ
つ
一
雛
鰄
雛
瀧
部
増
焼

て
省
令
で
定
め
る
も
の

手
を
染
め
る
噸
業
が
数
多
い
●
と
す
が
一
御
揖
導
を
賜
り
た
い
と
存
ず
る
択
第
で
一

緯
灘
鍜
撚
恥
耀
鋼
騨
纈
一
す
．

火
入
取
締
條
例
等
六
件

〃

〆

「
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
－
‘
１
１
１
●
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
一

一
予
算
議
会
一
日
目
一

’
一

片

園
をあ

っ
さ
り
原
案
通
り
可
決
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１
１
和

￥
↑
所
有
肴
ま
た
は
薪
浬
者
に
そ
の
旨
を
一

一
一
通
剛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

露
五
条
こ
の
条
例
に
定
め
な
い
事
調

に
つ
い
て
は
町
規
則
で
こ
れ
を
定
め

る本
案
は
森
林
法
第
二
十
一
条
の
規
壷
一

．
拠
案
理
由

に
基
い
て
設
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
一

こ
れ
は
、
森
林
、
曄
野
、
土
地
に
火
一

入
れ
す
る
こ
と
に
関
す
る
事
製
莚
規
一

り
）
定
し
た
い
の
で
あ
る
。

▲
金
木
町
鯛
食
加
工
施
股
寧
業
利
用
料

條
例

弓
よ
◎
蝿
案
理
由

だ木

一

に
歪
託
さ
せ
て
い
る
関
係
上
、
本
条

金
例
を
定
め
経
営
の
実
細
を
鯛
査
勘
案

の
上
、
利
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
一

昭和30年8月1日（9）

に〒 し
た
。

｜

金
木
町
外
三
カ
町
村
学
校
組
合
金
木

一

両
等
学
校
改
築
工
事
充
当
宿
入
金
負

担
の
件

一
、
借
入
金
調
四
百
万
円

勺

一
、
借
入
の
目
的
金
木
商
等
学
校
改

一
、
借
入
利
率
年
六
分
五
厘
以
内
一

築
事
業
に
充
当
の
た
め

一
、
借
入
先
郵
政
省
顧
保
斑
金
そ
の

他
一
、
借
入
時
期
昭
和
三
十
年
度

に
、
政
府
は
輔
助
金
を
交
付
し
て
、

垂
の
施
設
の
助
成
を
図
っ
て
い
る
の

で
昨
年
当
町
に
お
い
て
、
型
パ
ン
施

設
を
し
、
こ
の
耶
柔
を
翼
坂
仁
八
氏

本
事
業
は
隆
村
食
糊
事
摘
の
一
翼
と

し
て
、
粉
食
加
工
奨
励
の
愈
図
の
下

一一
一

◎
提
案
理
由

一
、
倹
還
期
限
及
び
便
還
方
法
偕
入

月
日
よ
り
昭
和
三
十
三
年
度
ま
で
掘

お
き
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
年
賦
陳

選
と
す
る

石
借
入
金
の
内
当
町
は
二
百
五
十
二

万
円
を
負
担
す
る
も
の
と
す
、

は
、
関
係
町
村
の
関
係
折
に
は
柘
別
》

の
御
配
蹴
を
い
た
だ
き
、
今
春
工
率

鯖
負
契
約
し
、
工
事
も
設
酎
衝
通
り

洲
疏
晩
秋
縣
撫
蝿
鋤
一

金
木
厩
等
学
校
改
築
工
那
に
つ
い
て

1回

1リ
L

偕
入
一

■

習
所
建
物
及
び
製
材
所
に
配
線
さ
れ

て
い
る
動
力
線
の
移
転
な
ど
の
た
め

契
約
の
竣
工
期
日
か
ら
多
少
遅
れ
る

見
込
み
で
あ
る
が
、
本
年
は
継
統
事

業
の
露
三
年
目
に
な
っ
て
い
る
関
係

上
三
十
年
産
分
の
起
旗
は
昨
年
同
恢

四
百
万
円
を
見
込
み
、
こ
れ
を
郵
政

省
稲
易
保
険
疎
金
よ
り
償
入
れ
す
る

予
定
で
あ
る
。

な
お
本
件
は
町
村
合
併
に
伴
う
学
校

組
合
改
脈
規
約
に
よ
る
経
常
経
蓑
の

負
担
率
（
六
三
％
）
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

【
写
璽
Ⅱ
竣
工
近
い
金
木
彊
校
】

一

」

』
一

ｑ

』

一

、岳
Q

～
呈邑

哩匁、

ノ

’

85
％

､

t

､｡Q■q●｡●.■b40D

寺

鍵蕊蕊
ｏ
ｂ
ｐ
Ｊ
。

．
、
坤
と

’
イ

■

■

哩

叩

品

“

凸

干

▼

Ⅷ

､､.■●●.■今、､
、
凸
禺
貼
。
■
』
“

訳

．.･･:.､歎基P逗

、
専
決
処
分
予
算
外
謹
猫
負
担
再
生
産
に
責
す
る
腰
家
に
対
し
、
米
麦
一
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
年
は
当
町
一

鰡
謹
謹
蕊
蕊
職
鰯
綱
鰯
灘
職
燕
蛎
卿
辮
鰕
舗
一

に
関
す
る
件

？
申

一
な
っ
て
い
る
。
価
格
は
一
痩
当
且
一
二

一
聯
澗
》
繩
職
鯉
脇
雛
一
唾
聯
》
幟
詫
剛
鯏
う
が
、
こ
ま
で
に
代
金
種
回
収
し
て
鯉
に
納
入

↑
、
千
五
百
八
十
四
円
で
、
十
一
月
五
日
一
一

に
よ
り
、
被
害
隆
家
が
そ
の
生
産
す
る
一
の
延
納
代
金
が
浦
り
、
県
に
対
し
て
《
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
粍
小

米
麦
ま
た
は
麦
雑
穀
の
収
穫
基
し
く
減
雫
損
失
を
生
ぜ
ざ
せ
る
賜
合
、
町
が
宛
睾
売
業
者
を
経
て
売
却
し
て
い
る
が
、

少
し
、
そ
の
た
め
飯
用
食
糎
が
著
し
く
却
を
受
け
た
歴
錘
に
代
っ
て
、
そ
の
被
害
隆
家
の
生
活
鞍
考
慮
し
、
専
決

不
足
を
き
た
し
た
隆
家
に
対
し
、
そ
の
損
失
を
全
額
補
鱗
す
る
旨
、
鼎
知
事
処
分
に
附
し
た
。

生
活
の
維
持
を
は
か
る
と
共
に
歴
琴
の
と
契
約
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
回

ｂ
Ｉ
旧
い
Ｐ
叱
山
Ⅱ
‐
’
肌
Ⅱ
冊
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
叩
Ⅱ
Ⅱ
ｊ
‐
‐
頤
‐
，
’
’
、

。

町
財
政
の
実
態
を
了
承

壼
巽
予
算
は
原
案
賛
成

昭
和
三
十
度
の
本
予
算
は
第
一
回
定
例
町
議
会
第
一
日
目
に
お
い
て
、
各
誰
会
常
任
委
賦
会
に
付
託
審
議
さ
れ
る
こ
と

－
に
な
り
、
六
月
三
十
日
に
は
各
常
任
委
風
会
が
招
染
さ
れ
た
が
、
当
日
は
役
場
二
階
お
よ
び
金
木
町
保
育
所
を
会
議
場

〃
に
審
譲
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
各
溌
任
委
図
会
は
『
豚
案
通
り
可
決
す
る
こ
と
に
し
、
今
後
町
税
淵
納
整
理
に
は
全
曲

則
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
課
税
の
適
正
と
、
財
源
確
保
に
努
力
し
、
新
町
建
設
に
一
致
団
結
し
て
迩
進
す
る
』
こ
と

を
申
合
せ
た
。

な
お
七
月
一
日
に
再
開
さ
れ
た
本
会
議
に
各
常
任
委
圏
会
で
ま
と
め
た
意
見
を
、
委
鰹
長
ま
た
は
委
餌
鍵
代
理
か
ら
次

の
通
り
報
告
さ
れ
た
。

委
口
長
報
告
に
対
し
、
町
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
説
明
が
あ
り
三
日
目
に
入
っ
た
。

瀞
巨
峅
峰
砕
吟
曄
幟
僻
一
霞
す
る
。

言
た
も
の
と
思
い
財
源
潤
係
が
好
転
さ



9

金

T

守口L▲マ■ご10

7

木

w

昭和30年8月1日（10）‘だ よ り

ド
ド： 一

面一ﾛ■
ー

ｰ

･畠、
ｰ

－‐巴
哩

Ljr Ｆ
１

』
一

』
一
一」

」

ノ

■

二

幸′､

Ｍ
国
叱
咽
Ｉ
ｊ
１
１
‐
叩
Ｉ
Ｖ
Ｊ
０
ｒ
ｌ
９
ｒ
ｌ
‐

も

Ｌ

＝

武

を
図
ら
れ
た
い
。

載
告
老
中
村
謨
智
男
黍
域
長
）

■
日
■
■
■
■
■
■
■
８
９
■
■
■
Ｈ
一
日
炉
■
Ｉ
ｂ
ｐ
■
日
■
■
・
日

疫
痢
に
つ
い
て
の
心
得

一
、
グ
ツ
タ
リ
し
て
急
に
元
気
が
な
く

な
る
。

二
、
熱
が
三
十
九
腰
か
ら
四
十
腰
に
上

る
。
（
但
し
手
足
は
冷
く
な
る
）

こ
の
熱
芝
阜
く
み
つ
け
て
鱈
老
に
か

か
れ
ば
命
は
助
か
る
。

’
三
己
鑛
齪
唖
罰
踊
溌
罫

I

声

向

86
W

早
口
少
▲
■
■
〃
凸
ロ
ー
臼
■
・
Ｉ
４
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
ｑ
Ｉ
ｌ
０
■
Ｊ
ｑ
８
Ｄ
ロ
ロ
巳
■
い
」
■
■

『
縄
蕩
蜜
』
に
つ
い
て

一
、
駁
岨
の
俸
給
に
つ
い
て
は
町
挺
の

方
針
を
承
り
了
承
し
た
が
現
実
的
に

淵
鰡
癌
騨
誇
潤
一

蟻
会
側
と
し
て
も
育
成
に
協
力
を
す

均
衡
が
と
れ
て
い
な
い
点
が
あ
る
と
る
。

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
是
正
の
一
三
、
都
市
酎
画
鯛
査
餐
を
五
万
円
み
て
一

日
も
早
か
ら
ん
こ
と
莚
希
望
す
る
。
い
る
が
、
新
町
発
展
の
基
礎
と
な
る
一

＆
う
に
配
鯉
願
う
こ
と
に
し
だ
。
意
艤
鶴
駕
虚
庭
一

そ
れ
と
同
時
に
勤
務
の
公
正
を
期
す

一
、
財
源
の
関
係
で
最
少
限
に
と
ど
め
さ
ら
に
畑
額
し
て
黄
い
た
い
為
必
で
一

た
と
思
わ
れ
る
が
交
際
蜜
の
五
十
万
あ
る
。
り

円
は
新
町
の
行
政
規
模
と
率
業
趣
か
以
上
要
認
し
て
朧
案
に
満
場
芦
成
す
る
一

一
心
轆
唖
確
掛
錘
恥
率
恥
恥
帥
い
ほ
と
一
（
報
告
者
今
久
米
雄
委
嵐
墨
』
一

ん
ど
が
運
動
用
具
購
入
饗
に
充
当
す
財
政
常
任
委
員
会

課
謹
対
象
物
件
を
再
調
し

る
と
き
い
て
い
る
が
、
保
趣
及
び
健
一

韓
收
入
の
埴
を
図
れ
一

総
纈
鰄
堕
溌
賑
灘
轆
蕊
稚
任
雷
会
で
の
結
論
同
飯
、
厚

『
財
産
強
』
『
統
酎
醐
査
蜜
』
『
選
挙
一
難
鰡
輿
能
騨
一
口
腱
榊

一
つ
。

種
吟
艘
碓
朧
諦
唾
要
経
餐
一
一
調
純
咽
財
政
の
建
て
直
し
策
を
要

を
経
常
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
鹿
案
・
二
、
町
当
局
は
『
町
税
涌
納
醗
理
』
に

通
り
査
成
で
あ
る
。

『
地
方
振
興
喪
』
に
つ
い
て

亜
占
夢
指
向
す
る
と
か
『
町
税
の
浦

一
納
額
が
多
額
で
あ
る
の
で
、
建
設
肘

一
、
地
方
振
興
殻
の
一
千
四
万
円
は
町
画
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い

独
自
の
構
想
で
、
産
業
振
興
の
た
め
る
』
と
常
に
申
し
て
い
る
が
、
そ
れ

‐

に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

二
、
地
方
自
治
振
興
頚
の
九
万
円
は
、
－
２
、
固
定
寅
産
の
再
評
価
を
す
る
こ
と

旧
町
内
会
〈
駐
狂
風
）
制
度
に
代
る
－
３
、
課
税
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
腕

自
主
的
な
自
治
協
力
団
体
の
助
成
掴
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
詳
細

雛
蕊
灘
雛
蕊
土
木
常
任
委
員
会
李
謹
お
よ
び
繼
箪
簔
種
壷
給
さ
れ

常
任
委
と
は
窪
に
遼
絡
し
一
た
い
。

三
、
営
隆
対
蕊
は
、
十
分
な
も
の
と
一
＃
と
は
渦
窪
濯
今
後
に
期
待
一
さ
ら
に
鯛
審
の
上
、
補
強
し
て
い
た

琶
一
、
消
防
施
般
（
屯
所
、
貯
水
池
な
ど
）

》
嘩
細
華
郵
瀞
羅
醇
郡
蝿
雑
嬉
嬉
辰
一
し
て
全
図
震
成
す
る
。
一
だ
き
た
い
。

－
よ
う
に
せ
ら
れ
た
い
。
。
－
し
か
し
な
が
ら
町
当
局
に
対
し
、
次
の
二
へ
民
生
委
興
手
当
を
増
額
し
て
い
た
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が
足
り
な
け
れ
ば
足
り
な
い
な
り
に
何
一
一
‐
‐

一

ら
か
の
方
法
も
あ
る
だ
る
っ
。

◇
春
秋
の
大
掃
除
は
清
潔
法
に
よ
っ
て
一
一
一
ゞ
一
殉
凶
畷
．
｜

き
ま
っ
た
よ
う
に
見
て
ま
わ
る
ま
で
は
Ｉ

よ
い
が
、
こ
と
衛
生
間
趣
は
そ
れ
で
Ｏ
一

。
Ｋ
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
．

こ
と
に
こ
ん
な
時
候
と
な
る
と
ハ
エ
、

力
は
ど
ん
ど
ん
多
く
な
る
一
方
で
、
と

減
迎
如
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
政
府
の
一

出
し
た
金
が
徳
の
涙
ぐ
ら
い
来
た
か
ど
｜

一
民
一
と
莫
大
な
経
我
を
出
し

一
町
《
て
相
当
な
熱
の
入
れ
具

・
・
：
…
・
・
：
合
で
あ
る
。

◇
と
こ
ろ
で
我
が
金
木
町
の
こ
れ
ら
換
一

う
か
は
知
ら
ぬ
が
、
伝
染
病
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
て
も
、
こ
の
撲
滅
遮
動
が
全
国

的
に
行
わ
れ
て
い
て
も
、
一
向
に
そ
の

カ
マ
リ
コ
も
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

予
騨
が
な
く
て
消
毒
薬
散
布
が
出
来
ぬ

と
は
い
わ
ぬ
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
予
算

て
噛
個
点
の
家
庭
の
み
で
は
防
げ
な
い
一

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
る
家
で
大
通
一

にり
、､に
つ豚
いの

に肥
い料

写多
しを
ま作
いつ

にて
つい

くた
らの

せ
て
い
た
例
を
知
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
み
て
も
窒
塊
緬
生
に

力
を
入
れ
て
な
い
の
が
よ
く
わ
か
る
。

町民の声；

開
さ
れ
、
政
府
で
は
ハ

エ
、
力
を
な
く
し
よ
う

’

‐
こ
の
す
る
よ
う
に
し
て
く
れ
れ
ば
も
う
少
し

倣
生
に
各
家
庭
で
も
協
力
せ
ず
に
は
お
ら
な
い

か
る
。
だ
ろ
う
。

満
潔
デ
係
の
方
に
と
っ
て
は
大
変
御
苦
労
な
話

墾
躍
札
誌
繊
潅
縦
搬
脇
澱

Ｉ
ｊ
Ｉ

一
‐
１
１
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
ｍ
ｗ
ｕ
汁
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
戸

に〃
一
判
『
．
畷

葦息
寺宇

’ -牌箇斗ﾖダバ
信

足

匿
鱗
鰄
撫
繩
》
蝋
梛
糾
◇
『
緬
誕
鮴
集
率
と
桐
、
も
一

あ
る
き
″
で
は
な
い
〃
処
理
の
摺
祁
″

生
政
策
を
の
ぞ
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
つ
と
詳
し
く
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
し
一

“
一
ゞ
（
愛
世
子
）
た
が
、
予
算
と
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
満
一
一

（
係
よ
り
②
回
答
は
一
○
頁
下
段
）
言
足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
ま
こ
と
に
一

Ｆ

一
▲

一
皇
一
劃

ゴ
■
口
．

一
ｒ
Ｊ

『

一
宮

一
『

ｑ
■
■
ｒ
，
』

－

醤
計
諏
刊

睡
劃
一
‐
愈
一
了
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